
 

 

（１）健康保険証の種類 

 

 

 

 

健康保険証の種類をたずねたの「被用者保険（共済保険、社会保険、協会けんぽなど）」が

45.8％と最も高く、次いで、「東大阪市国民健康保険」が31.8％、「その他（後期高齢者医療

を含む）」が14.3％となっているの（図表4-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 28．健康保険証はどの種類ですか。（○は１つだけ） 

図表 4-1 健康保険証の種類 

全体 (N=1351)

（単位：％）

31.8 45.8 14.3 8.1

東大阪市国民健康保険

被用者保険（共済保険、社会保険、協会けんぽなど）

その他（後期高齢者医療を含む）

無回答

４ 健（検）診・健康について 



【性別】 

性別にみると、「東大阪市国民健康保険」「被用者保険（共済保険、社会保険、協会けんぽなど）」とも

に『女性』より『男性』が高くなっている。（図表 4-2） 

 

〔図表 1-3 小型家電回収ボックスの利用経験（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別にみると、『50 歳代』以下では「被用者保険（共済保険、社会保険、協会けんぽなど）」が６割半

から７割強を占めている。『60 歳代』では「東大阪市国民健康保険」、『70 歳代以上』では「その他（後期

高齢者医療を含む）」が高くなる。（図表 4-3） 

 

〔図表 1-4 小型家電回収ボックスの利用経験（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 4-2 健康保険証の種類（性別） 

図表 4-3 健康保険証の種類（年代別） 

男性 (N=600)

女性 (N=745)

6単位：％）

33.2

30.9

47.0

45.0

11.8

16.1

8.0

8.1

東大阪市国民健康保険

被用者保険6共済保険、社会保険、協会けんぽなど）

その他6後期高齢者医療を含む）

無回答

20歳代以下 (N=122)

30歳代 (N=131)

40歳代 (N=223)

50歳代 (N=235)

60歳代 (N=251)

70歳代以上 (N=386)

（単位：％）

23.8

20.6

20.6

17.0

47.4

43.5

64.8

74.0

66.8

69.8

37.8

8.8

2.5

0.8

3.1

4.7

4.8

41.2

9.0

4.6

9.4

8.5

10.0

6.5

東大阪市国民健康保険

被用者保険（共済保険、社会保険、協会けんぽなど）

その他（後期高齢者医療を含む）

無回答



（２）勤め先の従業員規模 

 

 

 

 

被用者保険（共済保険、社会保険、協会けんぽなど）の方に勤め先の従業員規模をたずね

たの「中小企業（製造業・その他）」が33.1％と最も高く、次いで、「大企業（製造業・その他）」

が21.8％となっており、“製造業・その他計”が54.9％を占め過半数となっているの（図表4-4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※業種と従業員規模をたずね、下記の基準で中小企業と大企業に分類したの 

卸売業 中小企業：100人以下 / 大企業：101人以上 

小売業 中小企業：50人以下 / 大企業：51人以上 

サービス業 中小企業：100人以下 / 大企業：101人以上 

製造業・その他 中小企業：300人以下 / 大企業：301人以上 

 

  

問 2８．（付問）お勤め先の従業員規模は次のどれにあたりますか。（○は１つだけ） 

図表 4-4 勤め先の従業員規模 

全体 (N=619)

（単位：％）
3.7 4.0

11.8 33.1

1.5 2.6

14.1 21.8 7.4

中小企業（卸売業） 中小企業（小売業） 中小企業（サービス業）

中小企業（製造業・その他） 大企業（卸売業） 大企業（小売業）

大企業（サービス業） 大企業（製造業・その他） 無回答



【性別】 

性別にみると、「中小企業（製造業・その他）」は『男性』が『女性』を 8.3 ポイント上回っている。（図

表 4-5） 

 

〔図表 1-3 小型家電回収ボックスの利用経験（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別にみると、「中小企業（製造業・その他）」は、『70 歳代以上』では５割強と高くなっている。（図

表 4-6） 

 

〔図表 1-4 小型家電回収ボックスの利用経験（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20歳代以下 (N=79)

30歳代 (N=97)

40歳代 (N=149)

50歳代 (N=164)

60歳代 (N=95)

70歳代以上 (N=34)

（単位：％）

3.8

5.2

4.7

3.7

2.1

2.5

2.1

4.0

4.9

6.3

2.9

3.8

16.5

10.7

14.0

9.5

17.6

34.2

24.7

30.9

34.1

34.7

52.9

3.8

2.1

1.3

1.2

2.5

3.1

3.4

3.0

1.1

16.5

15.5

14.8

11.6

18.9

21.5

23.7

25.5

22.0

18.9

8.8

11.4

7.2

4.7

5.5

8.4

17.6

中小企業（卸売業） 中小企業（小売業） 中小企業（サービス業）

中小企業（製造業・その他） 大企業（卸売業） 大企業（小売業）

大企業（サービス業） 大企業（製造業・その他） 無回答

図表 4-5 勤め先の従業員規模（性別） 

図表 4-6 勤め先の従業員規模（年代別） 

男性 (N=282)

女性 (N=335)

（単位：％）

3.5

3.9

3.9

4.2

13.1

10.7

37.6

29.3

0.7

2.1

1.8

3.3

10.6

17.0

23.4

20.3

5.3

9.3

中小企業（卸売業） 中小企業（小売業） 中小企業（サービス業）

中小企業（製造業・その他） 大企業（卸売業） 大企業（小売業）

大企業（サービス業） 大企業（製造業・その他） 無回答



（３）健診・がん検診の受診状況 （ア）健診 

 

 

 

 

 

健診・がん検診の受診状況をたずねたの（ア）健診については、「定期的に受診している（１

～２年に１回）」が61.2％と最も高く、次いで、「受診していない」が22.1％、「不定期に受診

している」が9.7％となっているの（図表4-7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 29．健診（職場健診・特定健診・人間ドック）、がん検診を受診していますか。（○は１

つずつ） 

図表 4-7 健診・がん検診の受診 （ア）健診 

全体 (N=1351)

（単位：％）

61.2 9.7 22.1

2.2

4.7

定期的に受診している（１～２年に１回）

不定期に受診している

受診していない

対象年齢ではない

無回答



【性別】 

性別にみると、「定期的に受診している（１～２年に１回）」は『男性』が『女性』を 5.5 ポイント上回

っている。（図表 4-8） 

 

〔図表 1-3 小型家電回収ボックスの利用経験（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別にみると、「定期的に受診している（１～２年に１回）」は、『20 歳代以下』『70 歳代以上』では

５割台と低いが、その他の年代では６割台となっている。『20 歳代以下』では「対象年齢ではない」、『70

歳代以上』では「不定期に受診している」が、他の年代より高くなっている。（図表 4-9） 

 

〔図表 1-4 小型家電回収ボックスの利用経験（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20歳代以下 (N=122)

30歳代 (N=131)

40歳代 (N=223)

50歳代 (N=235)

60歳代 (N=251)

70歳代以上 (N=386)

（単位：％）

50.0

61.8

68.2

66.8

62.9

56.2

2.5

5.3

9.0

10.2

9.6

13.7

24.6

28.2

22.0

20.4

23.9

19.2

19.7

1.5

0.4

0.8

3.3

3.1

0.9

2.6

3.2

10.1

定期的に受診している（１～２年に１回）

不定期に受診している

受診していない

対象年齢ではない

無回答

図表 4-8 健診・がん検診の受診状況 （ア）健診（性別） 

図表 4-9 健診・がん検診の受診状況 （ア）健診（年代別） 

男性 (N=600)

女性 (N=745)

6単位：％）

64.3

58.8

8.3

10.9

20.5

23.4

2.2

2.3

4.7

4.7

定期的に受診している6１～２年に１回）

不定期に受診している

受診していない

対象年齢ではない

無回答



（３）健診・がん検診の受診状況 （イ）がん検診 

 

 

 

 

 

健診・がん検診の受診状況をたずねたの（イ）がん検診については、「受診していない」が

40.4％と最も高く、次いで、「定期的に受診している（１～２年に１回）」が27.9％、「不定期

に受診している」が14.1％となっているの（図表4-10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 29．健診（職場健診・特定健診・人間ドック）、がん検診を受診していますか。（○は１

つずつ） 

図表 4-10 健診・がん検診の受診 （イ）がん検診 

全体 (N=1351)

（単位：％）

27.9 14.1 40.4 5.0 12.5

定期的に受診している（１～２年に１回）

不定期に受診している

受診していない

対象年齢ではない

無回答



【性別】 

性別にみると、「定期的に受診している（１～２年に１回）」は『女性』が『男性』を 6.6 ポイント、「受

診していない」は『男性』が『女性』を 13.5 ポイント上回っている。（図表 4-11） 

 

〔図表 1-3 小型家電回収ボックスの利用経験（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別にみると、『40 歳代』以上では約３割から３割半の人が「定期的に受診している（１～２年に１

回）」としている。『30 歳代』では「受診していない」、『20 歳代以下』では「受診していない」「対象年齢

ではない」が高くなっている。（図表 4-12） 

 

〔図表 1-4 小型家電回収ボックスの利用経験（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 4-12 健診・がん検診の受診状況 （イ）がん検診（年代別） 

図表 4-11 健診・がん検診の受診状況 （イ）がん検診（性別） 

男性 (N=600)

女性 (N=745)

6単位：％）

24.3

30.9

10.5

17.0

48.0

34.5

5.8

4.4

11.3

13.2

定期的に受診している6１～２年に１回）

不定期に受診している

受診していない

対象年齢ではない

無回答

20歳代以下 (N=122)

30歳代 (N=131)

40歳代 (N=223)

50歳代 (N=235)

60歳代 (N=251)

70歳代以上 (N=386)

（単位：％）

5.7

13.7

35.0

30.6

31.1

31.9

2.5

8.4

13.5

17.0

19.1

15.3

45.1

51.9

43.0

44.3

36.7

33.9

36.1

13.0

0.4

0.8

1.0

10.7

13.0

8.5

7.7

12.4

17.9

定期的に受診している（１～２年に１回）

不定期に受診している

受診していない

対象年齢ではない

無回答



（４）健診・がん検診の受診に必要な条件 

 

 

 

 

健診・がん検診の受診に必要な条件をたずねたの「健（検）診費用が無料である」が45.7％

と最も高く、次いで、「健（検）診を受診する必要性を感じたら」が39.3％、「土日で健（検）

診が受診できる」が28.0％、「近くに受診できるところがあったら」が27.0％となっているの

（図表4-13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別にみると、「健（検）診費用が無料である」は 4.3 ポイント、「土日で健（検）診が受診できる」は

4.1 ポイント、『男性』が『女性』を上回っている。（図表 4-14） 

 

〔図表 1-3 小型家電回収ボックスの利用経験（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

土日で健（検）診が受診できる

健（検）診費用が無料である

受け方がわかったら

治療中でも受けられるなら

近くに受診できるところがあったら

健（検）診を受診する必要性を感じたら

その他

無回答 全体（N=633)

28.0

45.7

13.7

2.2

27.0

39.3

7.1

3.9

0% 40% 80%

土日で健（検）診が受診できる

健（検）診費用が無料である

受け方がわかったら

治療中でも受けられるなら

近くに受診できるところがあったら

健（検）診を受診する必要性を感じたら

その他

無回答

男性 女性

Ｎ=316 Ｎ=315

30.1

47.8

16.1

2.5

26.6

38.6

7.0

2.2

0% 40% 80%

26.0

43.5

11.4

1.9

27.6

40.0

7.0

5.7

0% 40% 80%

図表 4-14 健診・がん検診の受診に必要な条件（性別） 

問 30．どのような条件が整えば、健（検）診を受けることができますか。（○はいくつでも） 

図表 4-13 健診・がん検診の受診に必要な条件 

■その他意見　【回答者数45人】
内容 件数

・ 通院先での検査に任せている 8

・ 現在治療中 4

・ 忙しくて受けられない 3

・ 受けたくない 2

・ 会社での実施があれば 2

・ かかりつけ医で受けられる 2

・ 受診時間が合えば 2

・ 面倒くさい 2

・ 予約が取りやすかったら 2

・ 忘れてしまう 2

・ その他 16



【年代別】 

年代別にみると、『30 歳代』『40 歳代』『50 歳代』では、「健（検）診費用が無料である」が最も高い。

『20 歳代以下』『60 歳代』では、「健（検）診費用が無料である」と「健（検）診を受診する必要性を感

じたら」が同程度で高く、『70 歳代以上』では「健（検）診を受診する必要性を感じたら」が最も高くな

っている。（図表 4-15） 

 

〔図表 1-4 小型家電回収ボックスの利用経験（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

土日で健（検）診が受診できる

健（検）診費用が無料である

受け方がわかったら

治療中でも受けられるなら

近くに受診できるところがあったら

健（検）診を受診する必要性を感じたら

その他

無回答

50歳代 60歳代 70歳代以上

Ｎ=117 Ｎ=111 Ｎ=148

41.0

49.6

12.8

2.6

29.9

34.2

3.4

1.7

0% 40% 80%

19.8

44.1

2.7

2.7

20.7

45.0

16.2

3.6

0% 40% 80%

4.7

27.0

7.4

5.4

13.5

51.4

6.8

10.8

0% 40% 80%

土日で健（検）診が受診できる

健（検）診費用が無料である

受け方がわかったら

治療中でも受けられるなら

近くに受診できるところがあったら

健（検）診を受診する必要性を感じたら

その他

無回答

40歳代

Ｎ=60 Ｎ=81 Ｎ=115

20歳代以下 30歳代

28.3

46.7

33.3

0.0

26.7

46.7

5.0

1.7

0% 40% 80%

38.3

60.5

19.8

0.0

46.9

22.2

3.7

2.5

0% 40% 80%

45.2

56.5

19.1

0.0

33.9

32.2

5.2

0.0

0% 40% 80%

図表 4-15 健診・がん検診の受診に必要な条件（年代別） 



（５）健康について知りたい情報 

 

 

 

 

健康について知りたい情報をたずねたの「腰痛・肩こり」が36.7％と最も高く、次いで、「が

ん」が34.9％、「コレステロール・中性脂肪」が34.8％、「高血圧症」が30.3％となっているの

（図表4-16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

高血圧症

糖尿病

心疾患

がん

脳血管疾患

呼吸器疾患

歯周疾患

腰痛・肩こり

ストレス

認知症

タバコ

運動

食生活

メタボリックシンドローム

コレステロール・中性脂肪

フレイル（心身の活力低下）

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）

ロコモティブシンドローム
（骨や関節・筋肉の衰えによる運動機能の低下）

その他

無回答
全体

（N=1351)

30.3

24.6

14.8

34.9

18.9

11.6

17.0

36.7

24.6

27.3

5.0

17.9

21.5

10.8

34.8

11.0

3.6

22.4

2.5

5.4

0% 30% 60%

図表 4-16 健康について知りたい情報 

問 31．どのような健康に関する情報を知りたいですか。（○はいくつでも） 

■その他意見　【回答者数34人】
内容 件数

・ 全て、どんなことでも 3

・ 婦人科 3

・ アレルギー 2

・ こころの症状 2

・ リウマチ 2

・ その他 12

・ 特になし 10



【性別】 

性別にみると、「高血圧症」は 15.3 ポイント、「糖尿病」は 13.7 ポイント、『男性』が『女性』を上回

っており、「ロコモティブシンドローム」は 12.7 ポイント、『女性』が『男性』を上回っている。（図表

4-17） 

 

〔図表 1-3 小型家電回収ボックスの利用経験（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高血圧症

糖尿病

心疾患

がん

脳血管疾患

呼吸器疾患

歯周疾患

腰痛・肩こり

ストレス

認知症

タバコ

運動

食生活

メタボリックシンドローム

コレステロール・中性脂肪

フレイル（心身の活力低下）

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）

ロコモティブシンドローム
（骨や関節・筋肉の衰えによる運動機能の低下）

その他

無回答

男性 女性

Ｎ=600 Ｎ=745

38.5

32.0

17.5

39.7

20.8

11.8

17.7

34.5

22.7

26.0

6.7

16.0

17.5

13.0

35.7

9.2

4.2

15.2

3.2

4.7

0% 30% 60%

23.2

18.3

12.5

30.9

17.2

11.1

16.4

38.4

25.9

27.9

3.6

19.3

24.6

8.9

34.0

12.3

3.0

27.9

2.0

6.0

0% 30% 60%

図表 4-17 健康について知りたい情報（性別） 



【年代別】 

年代別にみると、「高血圧症」「認知症」「ロコモティブシンドローム」は、年代が上がるほど高くなっ

ている。「腰痛・肩こり」「ストレス」は、『50 歳代』以下で高い傾向。また、「がん」は、『20 歳代以下』

で最も高く、『70 歳代以上』で最も低い。（図表 4-18） 

 

〔図表 1-4 小型家電回収ボックスの利用経験（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高血圧症

糖尿病

心疾患

がん

脳血管疾患

呼吸器疾患

歯周疾患

腰痛・肩こり

ストレス

認知症

タバコ

運動

食生活

メタボリックシンドローム

コレステロール・中性脂肪

フレイル（心身の活力低下）

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）

ロコモティブシンドローム
（骨や関節・筋肉の衰えによる運動機能の低下）

その他

無回答

50歳代 60歳代 70歳代以上

Ｎ=235 Ｎ=251 Ｎ=386

30.6

26.0

15.3

38.3

17.0

12.3

18.3

41.3

33.2

28.1

6.8

16.2

23.0

14.0

41.3

11.9

3.4

23.0

2.1

3.0

0% 30% 60%

36.7

27.9

19.9

36.3

25.5

10.0

19.9

32.7

15.1

29.9

5.2

15.9

17.9

9.6

37.1

12.0

3.6

27.5

3.2

4.8

0% 30% 60%

38.6

24.4

13.7

28.0

20.2

14.8

14.0

28.0

8.8

33.9

3.1

13.0

14.8

6.7

33.2

11.1

2.8

28.2

0.8

7.8

0% 30% 60%

高血圧症

糖尿病

心疾患

がん

脳血管疾患

呼吸器疾患

歯周疾患

腰痛・肩こり

ストレス

認知症

タバコ

運動

食生活

メタボリックシンドローム

コレステロール・中性脂肪

フレイル（心身の活力低下）

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）

ロコモティブシンドローム
（骨や関節・筋肉の衰えによる運動機能の低下）

その他

無回答

40歳代

Ｎ=122 Ｎ=131 Ｎ=223

20歳代以下 30歳代

12.3

22.1

13.1

45.1

9.0

7.4

18.0

41.8

43.4

15.6

6.6

27.0

35.2

9.0

19.7

9.8

3.3

9.8

3.3

9.0

0% 30% 60%

15.3

17.6

9.9

36.6

13.0

8.4

16.0

42.7

41.2

17.6

3.8

20.6

27.5

15.3

32.8

9.2

1.5

13.0

3.8

5.3

0% 30% 60%

26.5

25.1

13.5

34.1

19.3

10.8

17.5

44.4

32.3

23.3

5.8

23.3

23.8

13.9

37.2

9.9

5.8

17.5

4.0

2.7

0% 30% 60%

図表 4-18 健康について知りたい情報（年代別） 



（６）健康についての情報源 

 

 

 

 

健康についての情報源をたずねたの「テレビ・ラジオなど」が71.9％と最も高く、次いで、

「インターネット」が38.8％、「新聞・情報誌」が27.2％、「かかりつけ医」が26.8％となっ

ているの（図表4-19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テレビ・ラジオなど

かかりつけ医

新聞・情報誌

市政だより・チラシ・回覧板

インターネット

講演会

その他

無回答
全体

（N=1351)

71.9

26.8

27.2

13.0

38.8

1.5

2.5

1.9

0% 50% 100%

問 32．健康についての情報をどこから得ますか。（○はいくつでも） 

図表 4-19 健康についての情報源 

■その他意見　【回答者数34人】
内容 件数

・ 友人、知人 9

・ 職場 8

・ 書籍 6

・ 健康診断 2

・ その他 7

・ 特になし 2



【性別】 

性別にみると、「テレビ・ラジオなど」は、『女性』が『男性』を 5.9 ポイント上回っている。（図表 4-20） 

 

〔図表 1-3 小型家電回収ボックスの利用経験（性別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別にみると、「テレビ・ラジオなど」はいずれの年代でも高いが、特に『50 歳代』以上で７割台と

高い。「インターネット」は、年代が上がるほど低くなっているが、特に『60 歳代』以上で低くなってい

る（図表 4-21） 

 

〔図表 1-4 小型家電回収ボックスの利用経験（年代別）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テレビ・ラジオなど

かかりつけ医

新聞・情報誌

市政だより・チラシ・回覧板

インターネット

講演会

その他

無回答

男性 女性

Ｎ=600 Ｎ=745

68.5

27.5

24.5

11.2

40.0

1.2

2.2

1.8

0% 50% 100%

74.4

26.2

29.3

14.2

38.0

1.6

2.7

1.9

0% 50% 100%

テレビ・ラジオなど

かかりつけ医

新聞・情報誌

市政だより・チラシ・回覧板

インターネット

講演会

その他

無回答

40歳代

Ｎ=122 Ｎ=131 Ｎ=223

20歳代以下 30歳代

65.6

4.9

9.8

1.6

73.8

0.8

4.9

0.8

0% 50% 100%

59.5

13.0

9.9

6.9

69.5

0.8

1.5

0.8

0% 50% 100%

68.6

11.7

24.7

10.8

57.0

0.4

3.6

1.8

0% 50% 100%

テレビ・ラジオなど

かかりつけ医

新聞・情報誌

市政だより・チラシ・回覧板

インターネット

講演会

その他

無回答

50歳代 60歳代 70歳代以上

Ｎ=235 Ｎ=251 Ｎ=386

79.1

20.0

28.1

8.5

57.0

2.1

3.8

0.4

0% 50% 100%

73.7

31.5

36.3

16.7

21.5

1.6

1.6

2.4

0% 50% 100%

74.1

48.2

33.4

19.7

7.0

1.8

1.3

3.1

0% 50% 100%

図表 4-20 健康についての情報源（性別） 

図表 4-21 健康についての情報源（年代別） 


